
少しずつ秋の気配がしてきました
す こ あ き け は い

9月に入りましたが、まだまだ暑い日が続いています。
はい あつ ひ つづ

ここのところの大気の不安定さから、突然の雷雨が 局所的に発生してきました。
たい き ふ あん てい とつ ぜん らい う きよくしよ てき はつ せい

また、沖縄九 州地方には、台風の被害もニュースで伝えられています。
おきなわきゆうしゆう ち ほう たいふう ひ がい つた

そんな時ではありますが、日の入りもここ最近どんどん早くなってきています。芝
とき ひ い さい きん はや し

生のグランドもようやく復活してきましたが、その上をアキアカネ（トンボ）が飛び回
ばふ ふつかつ うえ と まわ

り、草むらからは、秋の虫の声が聞こえるようになってきました。
くさ あき むし こえ き

ゆったりとした気持ちで周囲に目をやり、耳を澄ますと、季節は着実に進んでい
き も しゆう い め みみ す き せつ ちやくじつ すす

るのを実感しています。
じつかん

新 しい学校の生活様式の中ですが、子どもたちもしっかりと学校生活を送れるよ
あたら がつ こう せい かつ よう しき なか こ がつ こう せい かつ おく

う、ご家庭でも基本的な生活習慣に向け、ご協 力よろしくお願いします。
か てい き ほんてき せいかつしゆうかん む きようりよく ねが

6月アンケート結果から
け つ か

6月に岩出市 教 育委員会から依頼のありましたアンケート「自転車保険加 入 状
いわ で し きよういく い いん かい い らい じ てん しや ほ けん か にゆうじよう

況、防犯グッズ等所持状 況」の結果をお知らせします。
きよう ぼうはん とうしよ じ じようきよう けつ か し

和歌山県では、自転車損害賠償保険等への加入努力義務化がされています。事故
わ か やまけん じ てんしやそんがいばいしよう ほ けんとう か にゆう ど りよく ぎ む か じ こ

を起こす前に加入 を検討しましょう。また、防犯グッズの使い方やいざという時の
お まえ か にゆう けん とう ぼう はん つか かた とき

対応をご家庭でも子どもたちに話をしておいてください。
たいおう か てい こ はなし
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ミニ運動会（仮称）について
う ん ど う か い か しよう

すでに、校報でもお知らせしているとおり、例年通りの運動会ではなく内容や観
こうほう し れいねん どお うんどう かい ないよう かん

覧等の形式を変えた「ミニ運動会（仮称）」を実施します。
らんとう けいしき か うんどうかい か しよう じつ し

つきましては、下記の日時で予定しています。詳細につきましては、11月に入
か き にち じ よ てい しようさい がつ はい

ってから改めてお知らせします。
あらた し

記
き

１ 日時：令和2年11月19日（木） 予備日 11月20日（金）
にち じ れい わ よ び び

① 午前の部 １・２・３年生 2時間程度
ご ぜん ぶ ねんせい じ かんてい ど

② 午後の部 ４・５・６年生 2時間程度
ご ご ぶ ねんせい じ かんてい ど

２ 会場：根来小学校 新運動場
かいじよう ね ごろしようがつこう しんうんどうじよう

３ 留意点
りゆう い てん

① 観覧席は設けません。
かんらんせき もう

※ 原則、立ち見観覧となります。（シート等での場所取りは禁止です）
げんそく た み かんらん とう ば しよ と きん し

② 感染防止対策にご協 力願います。
かんせんぼう し たいさく きようりよくねが

※ 検温、健康観察、マスクの着用等（風邪症 状がある場合はご遠慮ください）
けんおん けんこうかんさつ ちやくようとう か ぜ しようじよう ば あい えんりよ

③ 徒歩または自転車でお越しください。
と ほ じ てんしや こ

※ 学校や周辺道路、商 業施設への駐車はしないでください。
がつこう しゆうへんどう ろ しようぎよう し せつ ちゆうしや

今現在も様々な制約の中で、教育活動を実施して
いまげんざい さまざま せいやく なか きよういくかつどう じつ し

います。学校としても子どもたちが楽しみにしてい
がつこう こ たの

る行事等については、状 況を見て規模や時期なども
ぎよう じ とう じようきよう み き ぼ じ き

考慮しながら可能な範囲で工夫しながら実施してい
こうりよ か のう はん い く ふう じつ し

きたいと考えています。
かんが

なお、保護者等の参観される場合は、上記留意点
ほ ご しやとう さんかん ば あい じよう き りゆう い てん

は必ず守っていただきますようよろしくお願いしま
かなら まも ねが

す。子どもたちにも始業式に「自分一人ぐらい」という
こ し ぎようしき じ ぶんひと り

話をしています。お互いに譲りあいのある行動ができるようにと思っています。
はなし たが ゆず こうどう おも

主役は子どもたちです。子どもたちの思い出に残る時間にしていきたいと考えて
しゆやく こ こ おも で のこ じ かん かんが

います。

保護者の皆様もご理解ご協 力よろしくお願いします。
ほ ご しや みなさま り かい きようりよく ねが



新型コロナウイルスが広がってから、皆さんは、学校はどうなるのだろう、この先どうなるだろうと、不
安だったのではないでしょうか。新しい学期を迎えるに当たって、皆さんに伝えたいことがあります。

まず、感染症にかからないようにするには、いくつかの方法があります。すでに皆さんが取り組んでい
るように、話をするときにはマスクをしたり、手を洗ったり、具合が悪い場合には学校を休んだりしてもらう
ことです。そして何より、健康的な生活を送ることが大切です。それでも、これまでも皆さんは風邪をひ
いたり、インフルエンザになったりしました。今はさらに新型コロナウイルスが課題になっています。

この三つは、症状がよく似ています。ですから、今後、皆さんの誰もがこうした症状を経験することが
あるでしょう。具合が悪い人の中には、新型コロナウイルスに感染したと診断される人も身近な人の中
から出るかもしれません。もちろん、それが友達だと分かったら自分は大丈夫かなと不安になることも
あるでしょう。

新型コロナウイルスには誰もが感染する可能性があります。感染した人が悪いということではありま
せん。学校やクラスの中で感染することは悪いことだという雰囲気ができてしまうと、新型コロナウイル
スに感染したと疑われることをおそれて、具合が悪くなっても、その後は言いだしにくくなったり、病院に行
くのが遅くなったりしてしまいます。そうすると、さらに皆さんの地域で感染が広がってしまうかもしれませ
ん。

感染した人や症状のある人を責めるのではなく、思いやりの気持ちを持ち、感染した人たちが早く治
るよう励まし、治って戻ってきたときには温かく迎えてほしいと思います。もし、自分が感染したり症状が
あったりしたら、友達にはどうしてほしいかということを考えて行動してほしいと思います。

すでに、感染した人達が心ない言葉をかけられたり、扱いをされたりしているという事例が起きていま
す。こうしたことが皆さんの周りでも起きないように、皆さんにも協力してほしいのです。

また、高齢者や病気がちの人は、感染すると症状が重くなってしまう危険があります。自分は元気
だから大丈夫ということではなく、そのような人たちに感染させることがないよう、思いやりの気持ちを
持ってほしいと思います。

新型コロナウイルス感染症が広がり、皆さんの日々の生活は一変したと思います。
以前のようには、友達と会いにくくなり、スポーツや文化に触れる機会も少なくなり、将来への不安や
ストレスを抱えている人も多いでしょう。

これまでも、私たち人間は、新型コロナウイルスのような新しい病気を経験してきました。そのたびに、
世界中の研究者が病気の原因を探り、予防方法を見つけたり、薬の開発をしたりしてきました。そうし
て、私たちは、病気と共存していく。この歴史は繰り返されています。新型コロナウイルスも研究が進ん
で解明されれば、予防と治療ができるようになり、新たな共存生活が始まります。

私たち大人は、皆さんの応援団として、将来の見通しを持ち、未来の社会の担い手である皆さんが
学ぶ機会、遊ぶ機会、交流する機会を最大限作っていきます。それまで、皆さんは今自分ができる
予防をしっかり行い、将来の目標を持ち、家庭や学校で日々の学びを続けてほしいと願っています。

令和二年八月
文部科学大臣 萩生田 光一

児童生徒等や学生の皆さんへ
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学校において、児童生徒等の学びを確保するための取組を進めることができておりますのは、保
護者や地域の皆様に感染症対策の取組に御理解と御協力を賜っているからであり、心より感謝
申し上げます。

しかし、このような取組を徹底しても学校や家庭、社会において感染するリスクをゼロにすることは
できません。誰もが感染する可能性があります。その上、新型コロナウイルス感染症には未だ解
明されていない点があり、ワクチンも開発中であることから、この感染症に対する不安をお持ちの
方が多いと思います。

私たちは、この感染症と、この感染症がもたらした社会の変化に対して、現時点での科学的な
知見や見解に基づいて、正しく向き合うことが必要です。私からは、保護者や地域の皆様に次の
二点をお願いいたします。

第一に、感染者に対する差別や偏見、誹謗中傷等を許さないということです。

誰もが感染する可能性があるのですから、感染した児童生徒等や教職員、学校の対応を責め
るのではなく、衛生管理を徹底し、更なる感染を防ぐことが大切です。

そして、自分が差別等を行わないことだけでなく、「感染した個人や学校を特定して非難する」
「感染者と同じ職場の人や、医療従事者などの家族が感染しているのではないかと疑い悪口を
言う」など身の周りに差別等につながる発言や行動があったときには、それに同調せずに、「そん
なことはやめよう」と声をあげていただきたい。人々の優しさはウイルスとの闘いの強い武器になりま
す。

感染を責める雰囲気が広がると、医療機関での受診が遅れたり、感染を隠したりすることにもつ
ながりかねず、結局は地域での感染の拡大にもつながり得ます。その点からも差別等を防ぐことは
必要なことです。

第二に、学校における感染症対策と教育活動の両立に対する御理解と御協力です。

感染症への対応が長期にわたることが想定される中、学校では、感染症対策を講じつつ学校
教育ならではの学びを大事にしながら教育活動を進め、子供たちの健やかな学びを最大限保障
するための取組を進めていただいているところです。また、大学についても、感染症対策の徹底
と、対面による授業の検討も含めた学修機会の確保の両立をお願いしております。

これからの予測困難な時代を生きていく児童生徒等や学生が、必要となる力を身に付けていく
ことができるよう、学校の教育活動の継続への御理解と御協力をお願いいたします。

新型コロナウイルスのみならず、感染症へ正しく対応するためには、最新の科学的な知見等を
知ることが不可欠です。政府として、分かりやすい広報に努めているところですが、保護者や地
域の皆様におかれても科学的な知見等を日々の生活に生かしていただきたいと思います。

令和二年八月
文部科学大臣 萩生田 光一

保護者や地域の皆様へ


